
栃木県足利市における山林火災に係る災害派遣について

概要

○ ２月２１日（日）、栃木県足利市において山林火災が発生したため、２２日（月）１０３５、栃木県知事から陸上自衛隊

第１２特科隊長（宇都宮）に対して空中消火に係る災害派遣要請あり。

○ ２２日（月）～２３日（火）、陸上自衛隊第１２ヘリコプター隊（相馬原）のＣＨ－４７×４機（空中消火機）及び

ＵＨ－６０×２機（空中統制機）により、消火活動を実施。

○ ２４日（水）以降、第１ヘリコプター団（木更津）のＣＨ－４７×４機を増援し、最大ＣＨ－４７×８機態勢をもって消火

活動を実施。

自衛隊の主な活動（２５日（木））

活動
内容

１ 空中消火
○ ＣＨ－４７×８機態勢により、空中消火を実施。ＵＨ－６０×２機により、空中統制（自衛隊機のみ）を実施
○ 放水実績：約３２５トン（６５回） 【延べ（２２日～）：約１,１２５トン（２２５回）】
２ 連絡員の派遣
○ 第１２特科隊から栃木県庁に２名を派遣中
○ 第１２特科隊から５名、第１２ヘリ隊から２名を足利市現地対策本部に派遣中

２４日（水）の活動写真

【凡 例】
：足利市火点
：駐屯地等
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※数値等は全て速報値のため、
今後変更される可能性があります。
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